
 

第24回愛顔のえひめ特別支援学校技能検定アンケート結果 

(1) 受検者 

 ①「受検してどうでしたか」  ②「その種目を受検しようと思った理由」 

 

 

  

  

  

 

 

  

③感想（自由記述） 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 保護者 

 ①「子どもさんを受検させてどうでしたか」（自由記述） 

 

 

 

  

 

 

 

 ②「子どもさんの様子で受検前と後とで変わったことがありますか。」（自由記述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

③「今後、技能検定に期待することは、どんなことですか」（自由記述） 

 

 

 

 

・将来に向けてのいろいろな経験ができて、なおかつ受検もさせても

らい、緊張感や頑張ろうという意欲が湧いてきて、いろんな経験もで

きてとてもよかった。 

・普段経験できないことや、仕事・作業に対しての取組ややり方が分

かり、就労活動の際にも役立つ。いろいろな経験不足を補うことにも

なっている。子どもにとってもよい経験、体験になっている。 

・子どもの考える姿を間近で見ることができ、能力や適性などが分か

るよい機会となった。 

 

・文書作成を３回目でやっと１級が取れて、あきらめずに続けると結

果につながることが分かって良かった。何かにチャレンジすることを

「私なんて」とやらないことがあったが、今では「失敗してもとりあ

えずやってみようか」と気持ちがポジティブになっていったと思う。 

・何回か検定を受けて結果が良ければもちろんうれしいけど、できる

だけのことはやったという充実感は強くなっているようで、次への意

欲にもつながっている。 

・自分の部屋を掃除機を掛けたり、モップで埃を取ったりと掃除を自

主的にするようになった。 

 

・受検の場はやはり緊張すると思いました。緊張したからこそ気付けたこともありました。気付け

て良かったと思いました。 

・結果はどうであれ挑戦することが大事だと思った。 

・本番になると、緊張して笑顔が出なくなるので、練習のときから笑顔を作りたい。 

・社会人になって働くときも、うまくできるようにしたい。 

・練習は大変だったけど自分なりに頑張って本番１級とれたのでうれしかった。頑張ってよかった

です。 

時間に余裕が無かったので、次回は時間をよく見て挑戦したい。 

・今後も技能検定を通してできた経験を積み、自分なりの自信につなげてほしい。将来の就労に必要

な力をつけて、自分に合った働き方を考える機会にしてほしい。 

・日頃から頑張っている努力の成果を発表する場があったり、評価してもらえ、それが卒業後の就職

につながっていくという形が、どんどん広がっていき、特別支援学校の生徒の活躍する場面が増えて

いってほしい。 

 


